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教員 成 程の音楽関 科 における携帯端末活用の可能
―学生への意 調査アンケートを まえて―

丹 羽 ひ と み    長 谷 川    野 尻 子    宮 内
大 谷 和    土 居 知 子

(発達教育学部教育学科 )

年、小学校教員 成 程の 業において、学生の 業内でのスマートフォンの使用に な 化が見ら
れることに いた。 業内で 的に活用する ールとしての多様 に 発されたことを端 として、

的な携帯端末の使用方法について学生へのアンケート調査を行い、その考察から 後の 業における
活用方法の可能 について言及した。学生の普 の使用方法については利 や有用 を めるが、そこ
には学生自 の として、使用に対する が不可 であり、携帯端末を用いるタイ ン が 要と
なる場合も見 けられた。 後の活用方法について しつつも、 き続き が必要な となった。

ー ー 音楽科教育，携帯端末， ICT 活用， ICT 教育，音楽科 業

文
2020 年に 10 年ぶりに文部科学省による「学

習指導要領」の見 しがなされ、学校教育の現
場における ICT 活用を まえた活 の 実が
明記された。日本の教育機関の ICT 活用は世界
に大きな後れを っており、コロナ感 大
の影響で全国の教育機関では大きな が見ら
れ、 らずも多方 において が する事
態となった。

2020 年度に行われた学習指導要領の大 な
改 では、「新しい を生きる子 た に必要
な つの 」が示された。 つの とは、「知
および技能」「思考力・ 断力・表現力」「学び
に かう力、人間 」のことであり、それらを
育 ために、 的・対話的で い学び、つま
りアク ブラー ン が されている。ま
た、 い学びに必要な要 として、１） 率的
に学習できる の 、２）生 の習 度に
合わせた学習方法、３）これらを活用した 業
を行う教 の人 育成が げられている 1。

これに先立 、2016 年に総務省は「情報通信
白書」2で、前述の い学びに必要な要 一つひ

とつを実現するためには ICT の活用が必 で
ある、と述 ている。そこでは、 の

（PC/タブレット端末、 LAN など）、
デジタル教 の活用、 ンライン 業の導
の つを えることで、ICT 教育が実現可能

とされている。現状の導 率を見てみると、
に関して、学校における教育用

コンピュータ１ 当たりの 童・生 の数は、
令和２年度の平 として 4.9 人であった数
が、令和３年度には 1.4 人と 例のスピー で
善 された。 デジタル教 の活用に関しては、

でいるように見えるが、指導者用デジタル
教 の 率は、令和２年度 56.7％であり、令
和３年度 67.3％と やかである。それに対し、
学習者用デジタル教科書 率は、令和２年度
に 7.9％であったものが、令和３年度には 6.3%
と減じる結果となっている。 ンライン 業
の導 については、第１回調査（2020 年 月実
）と第２回調査（2020 年 12 月実 ）の内
調査結果 3を すると、小学校から大学（大

学 ）まで、一様に第１回より第２回の調査に
おいて数 が 下している にある。コロナ
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禍により、 ンライン 業を に導 しなけ
れ ならなくなり、その方法や ンラインによ
る指導法、利用法等を 立しないまま導 した
結果、対 のような 果が られず、利用する
童・生 から不 の声が上がった。一 は
ンライン 業へ を切ったが、 の学 には
をしながら対 業へ した学校が多かっ

たことが数 の 下した原 であると言えよう。
このように、教育の現場において学習 果が
られるよう考え導 されたものであっても、
分にその 果を した上で導 していくこ

とが最も大切であり、「導 すること」が 的化
してはならないことが良く分かる。
そこで筆者らは、 来教育者を 指している

教育学科や 童学科の学生が、大学の 業にお
ける携帯端末の使用方法や、その利 などに
ついてどのような考えを持っているかという
に し、アンケート調査を行うことで、 々
との感 の を明 にしたいと考えた。

この２，３年間における学生の 業態度とし
て に見られる 化の一つに、 業中にスマ
ートフォンを 々と る学生の増 がある。
に ループ ーク や、 業内での自 習
に見られる。使用を 意しようとして学生の様
子を見ると、その大多数はさぼっているのでは
なく、スマートフォンを活用して 業に で
いるというのが実状であった。
ひと 前には、 業内でスマートフォン等の

携帯端末を っていた場合、「 業に 中してい
ない、さぼっている」と 断されていた。指導
者 も当然、電 を切って 業に ように
意 した。しかし、もはや学生にとって、携
帯端末を利用して 業に のは前 事 であ
り、 的に 業に活用する になりつつあ
ると 感した 4。
そもそも、携帯端末というのは、一般的に考

えて、どのようなスタンスのものであ うか。
Kushlev Leitao（2020）は、スマートフォン

が幸福に える影響について、「（１） の活

に き わること（ ）、（２） に
こる活 に すること（ ）、（３）
の方法では利用できない情報や活 へのアク
スを すること（ ）」（Kushlev
2020，p.２）の つの から述 ている。
「 」（以下「 」）は や人付き

合いのような幸福に必 の活 が、スマートフ
ォンの使用に って わられてしまうこと、「

」（以下「 」）は 事等の活 の間に
スマートフォンを に使用し、その活 を
してしまうこととされ、 的マイナスイ

ージの例が げられている。「 」（以下
「 」）は携帯電話で を調 るなど、 ま
でアナロ で行っていた活 がスマートフォン
で されることが例に げられており、不
部分を うという意 で、プラスの え方をさ
れている。
結果として、「スマートフォンはいつ、どのよ

うに使用するかによって、幸福感を高めたり
したりする可能 がある」（Kushlev 2020，
p. ）ことが示されているが 5、 業での使用を
考えた場合、「 」「 」「 」としての使
用は、本来ある き習 を しているのであ
うか。それとも しているのであ うか。
このような いのもと、学生た が携帯端末

をどのように利用しているのか、その実態を調
査し、 後大学の 業でどのように活用してい
く きか考えていくことを本論の 的とする。
なお、本 では学生が 業で使用している機

器であるスマートフォン、タブレット、 ート
コンなど、持 歩き、つまり携帯できる機

器のことを「携帯端末」と定 する。

学習指導要領の改 に伴って ICT の導 が
に でいる教育現場であるが、江藤

（2021）は 、保育 から教員 成大学ま
で、 く活用できる 楽 を用いたアプリ
の開発を めており、橋爪ら（2018）は小学校
における和声学習の一 として、タブレットを
用いた実 研究を行っている。またコロナ禍に
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よって ICT の必要 はますます れるよう
になり、小学校でも一人１ のタブレット
が でいる。タブレットなどの情報通信機器
を用いた 業方法の は、 後ますます
でいくものと思われる。
とこ で、ICT を活用した 業というものは

教員 からの指示、 で められていくこと
がほと どであ う。教員が く 業 想に
ってよりよい情報機器の選 、アプリの開発等
が求められていくのであり、それは必然的なこ
とに思われる。一方で、大学では学生が 的
にスマートフォンなどの機器を 率 のため
に、あるいはより学びを めるために みに使
いこなしている場 が見 けられる。永野ら
（2021）は、学生が コンやスマートフォン
をどのような場 で使っているのか、2018 年度
のアンケート調査を まえて分 、考察してい
る。レ ートの作成や発表書 の作成などは
Word や Excel などの フトを用いることが多
いからか、 的に コンを使う 合が高い
のだが、 業の に関しては、2018 年度の
調査でもスマートフォンを活用している 合が
少なくなかった。 書、あるいは を る
として、 コンだけでなくスマートフォン

を活用している学生もおり、 書の 影は 1 年
生から 4 年生まで、どの学年でも 8 の学生
が行っていることが明らかとなっている。また

を見る場合、１，2 年生ではスマート
フォンを、３，４年生では コンを使う 合
の方が大きいという い結果も出ている。
これは、永野らによれ 「 の内 などによ
ってど らで するかが わるのではないか」
（永野ほか 2021，p.90）と考察されていたが、
年 の違いも関 していると考えることもでき
るだ う。 事もスマートフォンでできる
になってきており、それらを活用できる世 に
々に 行しているとも考えられるのだ。
ートを る にタブレットを用いる学生も

増えてきている。これはタブレットで用いるこ
とができる ンシルの導 が大きく、アナロ
の ートのような使い を実現できる。 書
の 影においては、 年は ラやス ナで

影した 書きの文章を し、電子デジタル
化して保 することができる OCR（Optical 
Character Recognition）という機能も 在して
おり、より 間でデータ 力を行えるように
なっている。
そもそも、10 の 者にとっては コンよ

りもタブレットやスマートフォンの方が生活に
であることは想 しやすいだ う。堀田

（2021）は自 が 務している高等学校におい
て、３年間にわたって学生の情報機器の利用実
態を調査している。ここでは BYOD（Bring Your 
Own Device）という、学生が個人の情報端末を
持 で 業を けるという方法を導 して
いるのだが、ほと どの生 はスマートフォン
を BYOD の機器としているという。 の

やレ ート作成の には、 が小さくや
り らいという声も出ているというが、それだ
け現在の高校生にとってはスマートフォンが一

な情報通信機器であるという 明であ
う。堀田は「 後もスマートフォンをはじめ様々
な情報機器を、コ ュ ケーション ールでの
利用よりも、 のあら る場 で利用していく
れは 」と述 ており、「情報へのアク ス、

活用レ ルには個人 が がっている」（堀田
2021，p.116）とも指 している。どのような情
報機器を所有しているかによってもその活用方
法の程度が なってくることは明らかであり、

できない 要な である。
教育業界でも年々 率化が でおり、 書

きでの 業の はもはや不要にも思われるが、
高橋（2016）は 中力と記 力の で、情報通
信機器（スマートフォンとタブレット）とアナ
ロ （ 書き）では 業内 の 度にどの程
度 が出るのかを調査している。 来の 書き
ートのみで していた学生は、全 の４％

に たず、96%以上の学生が らかの で情報
通信機器を使用しているとのことであったが、
「 なスマートフォンの利用は学習内 の
を げる れが示 される」とともに、「スマ

ートフォンの 影機能を利用することで筆
記 間は できる」が、「 書きはおこなわず
スマートフォンのみを使用する学生た には



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）

─ 24 ─

―4―

影自 が 的となってしまった が り、
書き ートのみを使用する学生の方が学習内
の が されたと考えられる」と述 て

いる（高橋 2016，p.215）。情報通信機器はそれ
ぞれに長所、 所があり、す てにおいて 書
きの ートを上回るわけではないと高橋は述
ており、学習の 率化だけでなく、習 度に
を けることが 要との見 を示している。

業における ICT の活用は様々に でお
り、年 によっても活用する携帯端末の や
その使い方は様々なようである。どの校 であ
れ、教員が に最新の に を けて 業方
法を していくことが 要であり、その一つ
として、学生の携帯端末の活用方法に を け
ることは、現状を する上で必要なことであ
ると言える。

用
本学における教員 成 程の音楽関 科

は、「ピア ・ ーシック A」（以下「 ーシッ
ク A」）「ピア ・ ーシック B」（以下「 ーシ
ック B」）「音楽科教育内 論」（以下「内 論」）
「音楽科教育方法論」（以下「方法論」）の４科
である。第３章からは ーシック B と方法論

の 生によるアンケート結果を に考察を行
っていくが、ここでは、この４科 の 業にお
いてどのように携帯端末機器を活用しているの
か、まずは 々 業担当者から見た 例を示
し、 リット・デ リットを考えていく。

１年 に開 される ーシック ・ は、２
年 に開 される内 論や方法論を する前

としての を持つ。ピア の経 が少な
い学生を対 とし、教員や保育者として につ
ける きピア の 的技能を することを
的としており、個人レッスンを中心とした実

技科 である。内 論は２年 前 、方法論は
２年 後 に開 され、いずれも小学校教員と
して につける き音楽の知 ・技能を す
ることを 的としている。内 論は、実技科

と 科 で 成されており、方法論は、 ル
ープ ークを含 科 である。
まず、 科 である内 論と方法論では、
書を携帯端末で 影する、教 後方の から
書を 影して 元で 大する、という使い方

が見られた。 書を 影するという行 は、こ
の２科 に らず様々な でも行われている
ことではあるが、例え 上の音 など、
音楽科 有の内 を書き すことに 間を要す
る場合もあるため、 間の になり、話を
くことに 中できる リットがある。反対に、
影をすることでいつでも見 すことができる

という 心感から、内 を えられないデ リ
ットもある。

に、実技科 である ーシック ・ 及び
内 論では、 曲の楽 を携帯端末で 影し、

の楽 の わりとする使い方が見られた。
子 の楽 に 、持 歩きがしやすい リ

ットはあるが、スマートフォンは が小さい
ため、楽 全 が しにくいデ リットがあ
った。 サイトで 曲の を し、
その を 考にして 習に り とい
う方法も見られた。また、担当教員やピア の
意な 人に き方が分からない 所の を
み、 音や をして、その を 考にし

ながら 習に り 学生もいた。分からない
所があると 習で行き まることもあるが、

いつでも 本となる を できることは、
習の大きな けとなる。しかし、音だけを

いて することや、 の指の きを見て
をすることだけに 中してしまい、楽 を

み る 力が につきにくいという も
はら でいる。
内 論の き歌い実技では、ピア の 上

で和音を いている の を 影し、その
や を見て の や指の きを しながら、
習をするという使用方法が見られた。 影し

たものを見 しながら 習することで、 か
ら として ができるという リットがある。
だが、 の や指の きの をすることに終
始してしまい、一音一音を響きとして せず
とも「 けた」と してしまう可能 がある。
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その結果、和音の響きを いていないため、和
音が 回すると分からなくなる、 成音と な
る不協和音を いてしまっても かない、と
いうデ リットが見られた。
また、 トロ ームアプリを使用しての ン
の や、 楽器アプリの使用なども見ら

れた。 楽器アプリは、実 に音を らして
使用することができ、持 びもできるため、
ピア がない場所や 間 間でも使用できると
いう リットはあった。だが、スマートフォン
での使用であったため が小さく、 と指
の接 が思うようにいかず和音の 成音が
に らないこともあり、実 の 楽器とは違
い、 習をするというよりは音の のみにと
どまっていた。
以上のことから、学生た は 業をスムー

に できるように、 にある携帯端末機器
を自分た なりに考えながら活用することで、

的に 業に し、自 学習につなげてい
るという が多く見られた。

に、方法論で見られた学生の携帯端末の使
用法について、2020，2021 年の の り み
方の 化に し、 しく見ていきたい。

方法論は発達教育学部教育学科教育学
（A/必 ）、及び音楽教育学 ・ 童学科・そ
の 学科（B/選 ）の学生が する。方法論
の り みに対する携帯端末の利用 態は、
2020 年と 2021 年を すると じ である
にも らず、 出方法及び使用した 作成技
法に大きな 化があった（2022 年に関しては
実 であるので上記２年を 分 した）。

は「歌をイ ージイラストにしよう・歌
詞を書こう」である。対 曲として、小学
校歌唱 通教 の中から おぼ 月 、 われ
は の子 、 もみじ 、 景色 を、中学校歌
唱 通教 の中から と ぼ を指定した。
選定 は、 小中学校歌唱 通教 であり「日
本の歌 100 選」 6 にも選 れている、 り
みが歌唱技術の 上に がる、 日本の を
感じさせる内 でありイ ージを らませるこ

とができる、という からである。作成のた
めの や技法は学生の自 とした。内 を
しく するためにも、 名 じり文で歌
詞をイラストに える とした。 ンライン、
対 ど らの 出も可とした。

2020 年、方法論の 者の内、A で 94 名中
34 名、B では 名中 名、 102 名中 34 名
（ 33.3％）の学生が ンライン 出をした。
2021 年は、コロナ禍における 事態 言の
発 の可能 も考 して、 ンライン 出を
したが（対 での 出も可）、 で 111 名中

110 名、 では 36 名中 33 名、合 147 名中
143 名（97.3％）が ンライン 出をした。
開 状態がコロナ ルスの感 状況に

されるために、 出 が必ずしも じとは言
えない は と言える。しかし、前年に
て３ く増 した 出方法の 化は、学生

自 も ンライン 業への意 の持 方が 化
した結果と言える数 である。

えて に す きことが、 作成技
法の 化である。2020 年では、 ンライン 出
した学生であっても、 作成方法はアナロ
であり、それを 影・ 付した での 出であ
った（ もみじ を選 だ学生では、本 の
の を使って作成した作 が２ あった）。

て 2021 年、 コンやタブレットを使
用してデジタルで 作成をした学生の増 が
立った。 で 26 名、 で１名、147 名中 27

名（18.4％）がデジタルで を作成した（表
１）。 なみにアナロ 作成では、 り絵、こす
り絵、ひっかき絵 7もそれぞれ１名ずつ 在した。
このような技法はデジタルでは不可能である。

名
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0
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20

30

教育学 その の学科
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コン タブレット
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タブレットや コンでのデジタルな絵の作
成は、 年の ICT 教育とも関 しており、教育
学科の学生が している A で に増 した。
ICT 教育に対しての鋭 な が見られる。

章以 では、実 に学生が携帯端末の利用
についてどのように感じているのか、実 した
アンケートを分 ・考察する。

2022 年後 に開 された ーシック B と方
法論に関して、学生た のアンケート調査を行
った。 科 とも、アンケートは京 ータル
内のアンケート にて実 した。 ーシック B
は 2022 年 10 月 17 日 20 日にかけて行なわれ
た第 回 内で実 し、 生 124 名中 108

名（87％）の回 を た。方法論は 2022 年 10
月 20 日 21 日にかけての第 回 内で実
し、 生 127 名中 68 名（53.5％）の回 を
た。方法論の回 数であるが、この 間は教育
実習 間と なっていたために少なくなってい
る。

アンケート内 は 科 とも じで、表２の
通りである。
まず、 １の普 最も使用する情報端末機

器についてであるが、 ーシック B はスマート
フォンが 100%であった。一方、方法論の回
は、スマートフォンが 64 名（94.1％）、タブレ
ットが３名（4.4％）、 コンが１名（1.5％）
であった。大学から ート コンが され

1 普 一 使う情報端末機器は ですか。
スマートフォン ラケー タブレット コン その （    ）

2 あなたは 業中、携帯端末（ コンは く）の電 を切っていますか。
切っている 切っていない 携帯端末は所持していない

3 ２ .で「切っている」と えた人にお します。 はな ですか。（ 数回 可）
業で不要である 業を けるのに 中できない その （    ）

4 2.で「切っていない」と えた人にお します。 はな ですか。（ 数回 可）
業内で利用する 電 を切っていると不 である その

5 対 業で携帯端末を 的に利用しますか。またその方法はどのようなものですか。（ 数回
可）

を る 音をする をする その （    ） ど利用しない
6 音楽関 の 業の場合をお きします。 業で 的に携帯端末を利用することで、学習にどの

ような 化がありましたか。（ 数回 可）
業の内 が しやすくなった 筆記の 間が省ける 振り りがしやすい

の後 の方でも 書を見るストレスがない に したいことが できる
楽 が めなくなった 楽 を見て曲をイ ージできない 化はない その （    ）

7 もしも 業内で携帯端末の持 みを された場合、 業を けるのに不 合が こると思い
ますか。

そう思う そう思わない ど らでもない
8 音楽など「音」を う 業と、そうでない 業での、携帯端末の利用法は違いますか。また が

あれ 書いてください。
違う（    ） 違わない（    ）

9 携帯端末の 業での利用法について があれ 書いてください。（自 記述）
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ているが、学生にとって で使いやすい情報
端末機器はスマートフォンであることが分かる。

に、音楽に らず、対 業で携帯端末を
的に利用するか、またその方法について

した の結果を示す。 ーシック B では、
「 をする」が 75 名（69.4％）と最も多く、
いで 「 を る」が 60 名（55.6％）、

「 音をする」が 13 名（12.0％）となった。
「その 」では、「 訳機能を使う」「 を
ToDo リストに する」という、学習をサ
ートする利用法が げられた。一方 「 ど利
用しない」学生も 21 名（19.4％）いた。方法論
では、 「 を る」が 48 名（70.6％）と最
も多く、 いで 「 をする」の 42 名（61.8％）
であった。また 「 ど利用しない」学生は 14
名（ 20.6％）であった。 「その 」の回
としては、京 ータルへのアク ス、 ート
や をとる、が 数 げられた。

６では、音楽の 内で携帯端末を使用
することで学習に 化があったか、について
した。 科 の結果は表３の通りである。

ーシック B では、 「 に したいことが
できる」が 54 名（50.0％）で最も多く、音

楽以外の と 様の結果となった。 いで
「 業の内 が しやすくなった」が 32 名
（29.6％）、 「振り りがしやすい」が 25 名
（23.1％）と多く、携帯端末を 的に使用す
ることで、学習にプラスの 化をもたらしてい
る様子が される。 「その 」の回 は、
す て サイトでピア の 本 を見
る、というものであった。一方、学習にマイナ
スの 化をもたらした の一つである 「楽
が めなくなった」の回 はなかったが、

「楽 を見て曲をイ ージできない」は 10 名
（9.3％）いた。この結果は、携帯端末を学習に
利用することが必ずしもプラスに働くわけでは
ないことを示している。方法論の結果も 「
に したいことが できる」が 43 名

（63.2％）と最も多く、 いで 「筆記の 間
が省ける」と 「 の後 の方でも 書を
見るストレスがない」（27 名、39.7％）が 数で
続き、 「振り りがしやすい」（25 名、36.8％）

も 程度であった。

6

ピア ・
ーシック B

音楽科
教育方法論

人数 ％ 人数 ％
業 の 内 が

しやすくなった
32 29.6 13 19.1

筆記 の 間が 省
ける

10 9.3 27 39.7

振り り がし や
すい

25 23.1 25 36.8

の 後 の
方でも 書 を見 る
ストレスがない

6 5.6 27 39.7

に し た
いこと が で き
る

54 50.0 43 63.2

楽 が めな く
なった

0 0 0 0

楽 を見 て曲 を
イ ージできない

10 9.3 1 1.5

化はない 17 15.7 4 5.9
その （    ） 8 7.4 1 1.5

（第１ は 、第２ は 、第３ は ）

に、 の音楽の 業とそれ以外の 業
で携帯端末の利用法が違うかという いには、
ーシック B が「違う」66 名（61.1％）、「違わ

ない」42 名（38.9％）で、音楽以外の科 と
て、携帯端末の使用方法に 化がある、つま

り音楽の 業ならではの携帯端末の使い方をす
る学生が６ いることが明らかになった。一方、
方法論は「違う」27 名（39.7％）、「違わない」
41 名（60.3％）で、 ーシック B とは の結果
となった。
「違う」と えた学生の自 記述は表４、「違

わない」と えた学生の記述は表 の通りであ
る。「違う」の記述をまとめると、音楽以外の
業では「 をする」「 を る」「 ートを
とる」という利用法が多く、音楽の 業では「
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を見る」という利用法が多い結果となっ
た。 に「 音する」「音楽用語を する」「
トロ ームを使う」という、音楽の、 に実技
の 業ならではの回 も多く見られた。反対に、

「音楽の 業の方が使用しない」という学生も
おり、「音楽では で えることの方が多い」と
いう意見は、実技を伴う音楽の 業ならではの
回 であると言える。

文

シ

ク

音を うときは につかい、その は やスライ などの を ることに使うから
調 た内 を音楽は を したり、フラットの を で するが、 の 業では文 だけ
で することがおおい

楽 をみてイ ージを めなかった の 考として携帯端末を使うことができる 。
ピア の 業では YouTube のその曲を しながら一 にひいたり、リ ムを間違えていないか
するときに使う。その の 業では、 語の訳を したりする につかう。
ピア の音を 音して 習にいかすことができる。
分からない記 が出てきた に先生に くより く調 られる
音楽の 業では調 るということがあまりないので使い としてはリ ムを るため トロ ーム
を すくらいかなと思う。
音を使う 業ではあまり使わない。普通の 業では、 が多いので を ったり、調 を
するときが多い。また 業では れる にあるので ってしまう。

方
法
論

音楽の 業では 音を に使っていて、 では や調 る に使っている
音楽の 業では、 した曲を 音して 的にきいてみるなどの方法を り れるため。
ロデ ーを いて曲を思い出したりするから。

音楽のときの方があまり使わないです。 の 業だと ートが書けるアプリを使って ートを って
いますが、音楽では で えることの方が多いように思います。

文

シ

ク

どの 業でも分からない用語を調 るために、使用しているため。
音に関 なく、LMS を開くなどにしか携帯電話を使わないから。
ど らも携帯を使う と使わない の切り えが大切だから。

方
法
論

どの 業でも ータルのロ インや 書の を る以外で使用しないから。
どの 業であってもスマートフォンは 等の じ方法を利用するから。
業内で携帯を使って音を らすことがないから。

場合によるが、携帯端末を使う活 を教員が しないのであれ 。
本的には ートをどの教科において るので、す て じものに書き めた方が が少なくす

ので が楽。

一方、「違わない」の記述では、音楽の 業も
それ以外の 業も や ータルサイトを開く
という 通の使用法が示されたが、中には「ど
らも携帯を使う と使わない の切り えが

大切」であるという、携帯端末を使う上での心

えを示した い記述もあった。
は 業での携帯端末利用の要 に関す

る自 記述だが、 ーシック B では「音が合っ
ているか、 サイトの を見たい」と
いう自 学習に関する内 から、「自分の音を



─ 29 ─

教員養成課程の音楽関連科目における携帯端末活用の可能性

―9―

音して先生と きながら改善 を見つけていく」
「先生の の を ることができる」とい
うレッスン内の使用に関する内 まであった。
方法論は「 を るため、 業前に で
はなくデータのレジュ が しい」「 音は 習
に使えるので有 活用したい」との声があった。

. 

音楽の 業内での携帯端末機器の利用につい
て ６で たが、 ーシック B は上 つ
の回 が 「 に したいことが でき
る」、 「 業の内 が しやすくなった」、
「振り りがしやすい」であったのに対し、

方法論は 、 「筆記の 間が省ける」・ 「
の後 の方でも 書を見るストレスがな

い」、 と、違いが表れた。
これは、２科 の 業 態と学習内 の違い

が反 されているものと思われる。 ーシック
B は個人レッスン科 であり、 本的には 1 対
1 で に対する指導を け、自分のレッスン
間以外は自 習を行う。その に や

ア イスをレッスンで くまでに 間がかか
ってしまうため、携帯端末を利用して情報
や を行う。いかに 習を 果的に行う
かを考えた、実技科 であるが えの使い方で
あった。そのため の回 が多くなったの
であ う。これは携帯端末の利用が学習を
していることを表している。一方の方法論は
科 である。 での全 業であり、

書を書き すことも多い。そのため、 で
の を けやすくする使い方である と の
回 が多くなったものと思われる。

生の学年の違いも、回 の に表れて
いるように思われる。 ６の 「楽 を見て
曲をイ ージできない」の回 は、 ーシック
B より方法論の方が少なくなっていた。また
「 化がない」の 合も方法論の方が少なかっ
たことは、 を せ 、携帯端末を使うと学習
の成果に 化が生じると感じている学生が多い
ということである。 ーシック B の 生は１
回生で、前 から ーシック A を した学生

でも 業の経 は半年である。一方の方法論の
生は２回生以上で、すでに１回生の に

ーシック A・B の を した学生も多く、
その上、２回生前 に内 論を するなど、
音楽の を 数経 した学生も多い。さらに
１回生の には、コロナ禍での ンラインを
り れた 業の経 も少なからずあったであ
う。それらの経 から、音楽の 業ならではの
自分なりの携帯端末の使用法を見つけ、学習に
活かしている学生もいることが 察される。
このようにアンケートからは、携帯端末を利

用することで学習の 果を高めている様子が
されたが、その一方で学習を げる使い方も

見られた には、 意が必要である。 ーシッ
ク B の回 には、「 サイトの を見
る」というものが多数あった。この回 では、
自分の みに間違いがないかを するとい
う、 みをした後に を見るものと、どの
音高で、どの長さで、どの を すかを
するという、自力で楽 を み る前に を
見るもの、 つのタイ ン で をして
いることが明らかになった。前者の回 に含ま
れる「楽 をみてイ ージを めなかった の
考として携帯端末を使う」「リ ムを間違えて

いないか するときに使う」は、Kushlev
の に らし合わせると「 」にあたる使用
法であると言える。一方後者の使い方は、「 」
である。本来、ピア や き歌いを する
には、まず楽 から音高や音 、表情記 など
の情報を み り、 に活かしていく。これ
らの「 力」は、自分で 度も みをする
ことによって についていくものである。しか
し現在はインターネット上に が多数ア
ップロー されており、中には の方法を示
したレッスン も 在する。これらを利用す
れ 、楽 を見ずとも けるようになる。「
力」が携帯端末の「 」に って わら
れているのである。
しかし、い 教育現場で サイトに が

アップロー されていない曲を しなけれ
ならなくなった 、 力が しけれ で
きず、教える 、教えられる 者に不利 を
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及ぼす。また、意 的にも 意 的にも の
表現方法に され、自分の表現が出来上がら
ない。 が表現に「 」しているというこ
とである。現行の小学校学習指導要領では、「音
楽表現を する」「表現に対する思いや意 を
もつ」という文言が り まれており、自分の
中から出てきた表現を大切にする子どもの が
求められている。つまり、 力の による
音楽表現能力の は教える立場の として
も当然必要であり、「 」「 」にあたる
み前の は、小学校の音楽の 業で求

められているものに 行しているのである。し
かし、 を見てはいけない、ということでは
ない。いつ見るか、そのタイ ン が 要であ
る。自分で みをし、その をする、ある
いはある程度「このように したい」という
表現への思いを持った後に するのであれ 、
学習を 果的に めるためのものとして使用で
きるであ う。
以上のことは、携帯端末の使用が、学習を
しプラスに働く反 、 えておく き能力の

育成を しマイナスに働くという、 一 の
関 にあることを示していると言えよう。使い
方やタイ ン によって携帯端末の 在はプラ
スにもマイナスにも く。結果的に学びを
することがないよう、 意を う必要がある。
教育現場での指導方法を考える に 要な
となる知 と感 の から見れ 、 影や

音 等の利用は 率のよい方法ではあるが、
習 した情報は「知 」の表 のみで終わって
しまう れがある。 を かして 間をかけて
り ことによって られる 分な「感 」

にまで るためには、 率先行の 間 の方
法には 界がある。 に音楽科 業においては
自 表現が に 要な要 である。「感 」の
状態に 分 達可能となるような携帯端末の柔
軟かつ節度ある利用法が必要である。
前述のように、携帯端末の利用で 音や 影

などで振り り学習が 可能となった は
リットである。 し「いつでも振り り学習が
できる」ということは「その 業内で 全な
を 指さなくとも、後で ができる」と言

う を持つ。「 実に 中して学習をするために、
に学習の 中 を く」と言う 反 を

持つ。とりあえず保 しておいて、後で っく
り見 す、 き すという場合は、どうしても、
業内 を に くよりも、 音や のた

めの携帯端末 作に意 が かれると言わ る
を ない。 リットとしては 度でも がで
きるので、自分の ースでじっくりと振り り
学習ができることである。よってこれは学生が

を持っている場合には有 であ う。
また、使用法の一つとしてあった 業中にす

できるというものに関しては、教員 も
自 を尊 する方 で接するのが ましい。
教員 から 示された知 や でなく、学生
が自分自 で に思い調 たことは、自 の
知 として することができる。前述の、

を見て き方を えることと、自分で不
明 を することとの 違 は、前者は最初
から えそのものを見ることが 的であること
に対して、後者は自分で結果に るまでの行程
も含めて えを調 ているという である。
自 表現が 要な要 である音楽科の 業に

おいては、「 」「 」としての使い方によ
って表 的な 率化を るのではなく、技術の
習 のための「 」としての働きを インに
利用できるように、教員がア イスするのが
長 的に見て 果的であると言えよう。

用

最後に、筆者らが日々 業を行う上で感じて
いることと 回のアンケート結果を らし合わ
せつつ、 後の 業における携帯端末の活用方
法について、その可能 を考えていきたい。
まず、 ６では ーシック B、方法論の
者ともに 「楽 が めなくなった」、 「楽
を見て曲をイ ージできない」の 合が か

ったわけだが、 業を担当している筆者らから
すると、楽 が める学生は に少ないとい
う を持っている。これは、 6 が「携帯
端末を利用することによる 化」を うている
ものであることが関 していると思われる。携
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帯端末での に ることで ができな
くなったのではなく、元々 が と感じて
いる学生が多いということであ う。
を りに 習する学生が増えていることは か
だが、そのことだけが 力の 下につながっ
ているわけではなさそうである。大学において
も の学習に 間を きたいとこ ではある
が、現実は一人の教員が られた 間の中で
人もの（あるいは 人もの）学生にレッスン
をしなけれ ならず、曲数をこなすことすらま
まならないというとこ がほと どであ う。
人数や 間の があったとしても、学生がし
っかりとした 力を につけられるよう、
業方法を していくことが必要である。 業
内では められない学習を「 」するための
ールとして、携帯端末をどのように活用する

のかということも、 後は考えていきたい。
また、 の自 記述の中に「携帯端末を

使う活 を教員が しないのであれ (使わ
ない )」や「（携帯端末は）持 み になる
のか」、「スマ が に使える であってほ
しい」といったような意見があった。携帯端末
の使用を、教員がネ ブに えていると感
じたようである。その として、音楽科には
の教科とは なる があるからではないか

と考える。学生の意見にも「実 楽器に れた
り歌ったりしているとき、携帯端末は必要ない」
というものがあったが、 かに実 に れるこ
と、 感することを 要 する音楽科において、
後もデジタルだけに 化しない 業 くりを

考えることは必要不可 である。デジタルで「
」す き活 が、「 」となってしまわない

ように心がけなけれ ならない。しかし、この
ような教科の から、少なからずデジタル機
器の使用に のイ ージがついてしまっている
のではないだ うか。学校現場においても
にない楽器の音をアプリで したり、 かな
部分まで きとれるようにタブレットで一人ず
つ音 を したりといった、「 」 的での
デジタル機器の活用が行われていることを考え
ると、大学においてもより 的に、携帯端末
を活用した 業を 開することが まれるので

はないだ うか。「 を る」「 をする」
といった、 の教科でも一般的に用いられる使
用方法だけでなく、楽器 の 音や を

出に り れたり、アプリを用いた音楽
くりを実 したりといった、音楽科ならではの
「 」の方法も、 後は 的に してい
きたいと考えている。
とはいえ、はじめに述 たように携帯端末を

「導 すること」でとどまってしまってはいけ
ない。携帯端末の利 や有用 について
しつつも、対 業だからこそ められる学習
もあることを れてはならない。デジタルかア
ナロ か、ど らか一つの考えにとらわれず、
多 的な 野に立った上で、 後も研究を続け
たい。

この 10 年で 的な 化を げた携帯端末
であるが、 化したことにより情報 も 大な
ものへと 化した。それに対応できるだけの
能力を、 じ 10 年間で 々が できたか

と言え である。携帯端末の 化ほどには、
々の 力が 化したとは言えない。
音楽科 業においても、 で曲を く、

影するなどの情報を る作業で し、習 し
た になってしまう場合がある。しかし、それ
はただ情報を り れただけに ぎず、そこか
らが表現としての出発であることに か
ならない。ピア ・ ーシックや音楽科教育内
論で必要とされる「 における自 表現」

や、音楽科教育方法論で必要とされる「表現力
を伴った指導力」なども、情報を り だけ
では習 できない。学生自 が 来教員となっ
た場合に、自分の経 を として考えてしま
い、 率的ではあるが な利用方法を良しと
して子どもた に指導をするかもしれない。そ
れを みても、 々 業担当者は携帯端末の利
用を 条件に 定するのでなく、本当の意 で
の 果的な活用法を学生と に っていく き
ではないだ うか。

後も 、学生は、携帯端末の新しい使い
方を生み出すであ う。また携帯端末自 が
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化して機能もさらに多岐にわたると思われる。
新しい機能に振り回されすぎずに、かつ柔軟な
対応が求められるのは間違いないと言えよう。
なお、論文執筆については、序文を大谷と土

居が、１．１．、２．２．、４．１．の後半、お
わりに、は丹羽が、１．２．と４．２．は野尻

注
1 文部科学省「学習指導要領『生きる力 学びの、
その先へ』」https://youtu.be/wc8VdrwOMBs
（2022 年 12 月 18 日最終閲覧）
2 総務省「平成 28 年度版 情報通信白書」第１章第
１節、第３章第１節・第２節、第４章第４節、第６
章第６節
3 総務省「令和３年度版情報通信白書」第 1 部 第
２章 第２節‐２コロナ禍における公的分野のデジ
タル活用
4 総務省「令和３年度版情報通信白書」第２部第２
節 2001 年、世界に先駆けて日本で携帯電話とイン
ターネットの接続が可能となった。以来スマートフ
ォンが普及し始めた 2007 年から 15 年を経た 2022
年現在では、携帯端末の利用方法に隔世の感があ
る。 2010 年に爆発的に利用者が増えたスマートフ
ォンは当初の所持者は国民の 9.7％であった。これ
が 2020 年の調査では世帯ごとの保有率は 86.8％
（個人所有率は 69.3％）となっており、それに伴い
固定電話の保有率は 30％程度減少している。また
タブレットの普及は 38.2％となっている。
5『Forbes Japan』の「技術は人を不幸にするの
か？」（Dan Pontefract（遠藤宗生訳）https://forb
esjapan.com/articles/detail/49061/1/1/1， 2022 年
12 月 16 日最終閲覧）の記事においては、「技術と
スマートフォンの使用により社会はより幸福にな
り、良い影響が生じるように思えるかもしれない。
しかしクシュレブの研究チームは、その影響はプラ
スマイナスでほぼゼロだとの結論に達した」との記
述も見られる。スマートフォンの使用が必ずしもプ
ラスのみに働くわけではなく、また反対にマイナス
のみに働くわけでもないことを示している。
6 『日本の歌百選』は、 2006 年（平成 18 年）に日
本の文化庁と日本 PTA 全国協議会が、親子で長く
歌い継いでほしい童謡・唱歌や歌謡曲といった抒情
歌や愛唱歌の歌 101 曲を選定したものである。
一般から募った 895 曲から選考委員会が選出し、
2006 年 12 月 15 日に最終的に決定した。発表は
2007 年 1 月 14 日に新国立劇場で行われ、これらを
歌うコンサートも合わせて開催された。応募条件は

が、２．１．は長谷川が、３と４．１．の前半
は宮内がそれぞれ担当したが、４の考察に関し
ては全員で意見を出し合ったことを付記してお
く。

「日本語の歌詞」の歌であったため、元々は日本国
外で作られたが日本で日本語の訳詞によって親しま
れる歌も数曲が含まれる。また「百選」という名称
ではあるが、選考の結果絞り切れなかったため 101
曲が選定されている。
7 スクラッチ技法―下に先に色を塗った上を黒く塗
りつぶし、鋭利な針などでひっかいて絵を書き下の
色を浮き上がらせる技法
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